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Jレコリンの分解酵素であるアセチノレコリンエステラーゼ
(以下 AChEと記す)の組織化学的検索法について検
討を加えた。 
AChE活性の証明法には Karnovsky法を使用し，
マウスの消化管各部位の未固定新鮮標本および手術標本
について検索の結果， その各々において Auerbach， 
Meissner両神経叢に高度に， 筋層に中等度に活性が見
られた。また生後 5日目のマウスにおいても同様の所見
が得られた。
以上の所見をもとに先天性幽門狭窄症の 3例につい
て，手術時の幽門筋切除標本の検索を行ない，本症にお
ける Auerbach神経叢および筋層の AChE活性の低
下，および本症の重症度と AChE活性低下はほぼ平行
するという所見を得た。これをもとに，本症における 
Auerbach神経叢の変化および本症の成因などについて
の検討を加えた。 
10. 低温濯流腎保存法の研究
浅野武秀(千大)
最近 Be1zerらはリポプロティンを除去したプラズマ
を用いて腎の 72時間保存に成功しているが， われわれ
も低温濯流保存を臨床例に応用すべく濯流装置を試作し
腎保存を試みた。試作装置は拍動式ポンプ，円板型人工
肺，熱交換槽などよりなる。濯流液はリポプロティンを
除するため凍結保存したプラズムを急速解凍し， ミリポ
アフィノレター  (0.22μ) にて漉過した。最終漉過の前に 
Dexamethasone，MgS04 などを加えた。以上の装置
と濯流液を用いて，イヌ腎 1，ヒト腎 3の濯流保存を経
験した。イヌ腎において， millipore fi1ter漉過の有用
性が濯流経過並びに組織所見によって確認された。自家
移植および同時健側腎別出は 2例に行なったが，濯流経
過思わしくなく長期生存は得られなかったが，これは腎
易IJの際の washoutに問題があると考えられた。同時
に得たヒト腎 3の濯流経験において，尿細管上皮細胞の
コハク酸脱水素酵素活性，組織所見など種々の検索を保
存前，後に行なったが臨床応用への希望が持たれた。 
11. 原毒症患者の免疫反応の検討
西島 浩，宮島哲也，木内政寛
(千大)
腎移植における非血縁者の 5年生存率は米国では30%
前後の成績が示されている。これは，現在の組織適合性
試験によって ldenticalと判定されるものは，非血縁者
において 3%前後といわれることと一致しない。 Opelz
らは頻回に輸血された透析患者のなかで Lymphocyto-
toxinを作らなかった期聞が l年以上の群に行なわれた
腎移植の成績は l年以下の群に比べて著明に成功率が高
かったことを報告している。この理由として前者の患者
は免疫反応が低下していると推測し，追試する目的で以
下の実験を行なった。対象は透析中患者 44人うち男 34
人女 10人を選んだ。これらの患者に輸血後出現する白
血球抗体をリンパ球障害試験により検査した反応陽性率
は全体で 47.7%，男 41.2%，女 70%で女の方が高値を
示している。女では妊娠回数の多い方が反応陰性を示し
た，輸血量および輸血期間，最終輸血から検査の行なわ
れるまでの期間および尿毒症患者の状態 (BUN) によ
り調べたが，反応陽性群と陰性群では明らかな差を認め
ず，これらが白血球抗体出現に影響を与えているとは考
えられなかった。 
12. 術後逆流性食道炎の検討
赤井寿紀(千大)
術後逆流性食道炎について，内視鏡学的，ならびに組
織学的検討を試みた。対象は過去 7年間の噴門部手術例
より再発，狭窄例を除いた 187例である。これらを教室
の食道炎内視鏡診断基準にしたがって分類すると，異常
なし，約 26%，発赤 25%，点、状星状のびらん潰蕩約 2
%，線状のびらん潰虜 19%，樹枝状のびらん潰虜 17%，
地図状のびらん潰場 12%であった。つぎ、に内視鏡的に
びらんの認められた 10症例をえらび? 生検組織による
食道炎の診断について検討した。その組織所見は上皮の
剥離壊死， 肉芽組織は 10例中 8例に， 上皮内炎症細胞
浸潤は 4例に，乳頭の立ちあがり増大は 7例に，間質内
炎症細胞浸潤は 9例に，基底細胞層増大は 6例に，間質
内線維化は 8例に，間質内毛細血管の拡張，新生は 4例
にみられた。食道炎の組織学的診断基準については，ま
だ一致した意見は得られていない。今後内視鏡所見，お
よび組織学的所見の相関をみつつ，検索を進めたい。 
13. 幽門部とその近傍病変の内視鏡診断
丸山達興(千大)
昭和 41年から昭和 47年までの内視鏡施行例 2884例
のうち幽門部病変例は 486症例であった。これらのうち 
269例の内視鏡写真について検索した。遠距離観察は，
前庭部では， 21.9%幽門輪病変では， 71.5%，近距離観
察は，前庭部では 24.6%，幽門輪では 7.1%，であった。
また詳細な病変の診断できる写真判定良好例は，前庭部
では 61.7%，幽門輪では， 35.7%であった。同期間の早
期癌 29病変について， 内視鏡診断と， 病変の幽門輪か
らの距離との関係を調べてみると， 12 cmから 6cmは
